平成31年度
科学研究費助成事業-科研費-
研究成果公開促進費の公募について
―研究成果公開発表、国際情報発信強化、学術図書、データベース―
日本学術振興会のホームページにおいて募集案内が掲載されました。
つきまして、応募を予定している又は考えている方は、まずは、学内エントリーをしていただきますようお願いします。エントリー用紙は、国際言語平和研究所HP又はWebCampusからダウンロードできます。
全体スケジュール
	10/5（金）16：00締切
	学内エントリー

	10/12（金）16：00締切
	①応募者情報仮登録
②本登録（機関管理の承諾後）

	10/15（月）～26（金）
	申請書類学内チェック期間

	11/7（水）16：30締切
	日本学術振興会の提出期限日



学内エントリーについて（～10/5）
　全ての希望者は、学内エントリーしてください。
　応募希望者数の把握と応募種目に合った案内を行うため、途中応募種目変更・辞退はできますので応募したい種目を選んで申し込んでください。※職員・非常勤の方は、後日、応募の可否についてのお返事をさせていただきます。

応募者情報の仮登録及び本登録（～10/12）
電子申請システムを利用した計画調書の作成・提出（送信）のため、まず応募者自らが研究成果公開促進費応募者向けページ上で応募者情報の登録を行い、応募用のID・パスワードを取得のための仮登録を行ってください。研究所の承諾後、本登録を行い、ID・パスワードを取得してください。また、ID・パスワードを使ってログインできるか、種目に合った様式のダウンロード方法の確認を行ってください。10/12以降は、申請書類チェックを集中的に行うため、操作方法について応対できかねますご注意ください。

申請書類学内チェック期間について（10/15～26）
　この期間内に提出していただいた応募申請書類は、全ページをチェックします。もし、チェックなしで提出したい場合は、10/29以降に提出してください。

日本学術振興会の提出期限日について（11/7　16：30）
　この日は、実際の提出期限日です。アクセス集中等により提出できない、また、事務的確認作業で時間をいただきたいので遅くても11/5（月）13時までに提出してください。
提出先：国際言語平和研究所
[bookmark: _GoBack]各種目の内容
	研究種目名
	対　　　象
	応募金額
	事業期間

	研究成果
公開発表（B）
	我が国の学会や民間学術研究機関等が、日本国内において主催するシンポジウム・学術講演会等で、青少年や一般社会人の関心が高いと思われる分野の研究動向・研究内容を、分かりやすく普及啓発しようとするもの。
なお、主催団体の会員のみを対象とするものは対象となりません。
　学会や民間学術研究機関等の代表者が応募してください。
	150万円以下
	開催日：
平成31年
7月1日
｜
平成32年
3月31日

	研究成果
公開発表（C）
	我が国の学会が日本国内において主催する国際シンポジウム・国際会議等で、その運営体制が確保されているもの。また、共催で開催する場合には応募学会が主体となって開催するものを対象とします。
なお、日本学術会議の「共同主催国際会議」に採択されているものは対象となりません。
学会の代表者が応募してください。
	1,000万円以下
	1～2年

	国際情報発信強化
	研究者の研究成果を発表する媒体であって、質の保証のための組織的な体制が取られ、一貫したタイトルを付して刊行されるものの国際情報発信力を強化する取組。
	100万円～
※応募区分により応募総額が違います。
	5年間
※助成期間を単年として採択することがあります。

	学術図書
	個人又は研究者グループ等が、学術研究の成果を公開するために刊行しようとする学術図書、又は我が国の優れた学術研究の成果を広く海外に提供するため、日本語で書かれた図書・論文を外国語に翻訳・校閲の上刊行するもの。
	直接出版費から図書の売上げ収入見込みを差引いた額
	1～2年間
※刊行のみは、１年

	データベース
	我が国の学術研究の動向を踏まえ、データベースの必要性は高いが未整備の分野、我が国で発展を遂げた分野、我が国がその研究や情報の世界的なセンターになっている分野等において、個人又は研究者グループ等が作成するデータベースで、公開利用を目的とするもの。
なお、既に実用に供し得る条件を備え、かつ、学術的価値が高く、条件を全て満たすものを対象とします。
	応募金額の合計が10万円未満のものは応募できません。
	1～5年間


＜平成３１年度における主な変更点等＞
① 科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものであるため、研究の実施や研究成果の公表等については、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されることを明記しました。
② 研究者が遵守すべき行動規範について明記するとともに、代表者が、研究遂行上配慮すべき事項について内容を理解し確認する必要があることを明記しました。
③ 近年の科研費の応募件数の増加に関して、科研費制度の趣旨、目的の研究機関内での改めての共有について、研究機関の留意事項として明記しました。

平成31年度
科学研究費助成事業-科研費-
研究成果公開促進費の公募について
学内エントリー用紙

以下のとおり、申込みます。
	1.　エントリーの申し込み

	応募予定の種目
※途中変更・辞退できますので現時点で予定している研究種目を教えてください。
※複数選択していただいても構いません。

	□研究成果公開発表（B）
□研究成果公開発表（C）
□国際情報発信強化
□学術図書
□データベース



	2.　本学で応募する理由（該当者のみ）

	本学との関係

	専任教職員
非常勤講師　→　下欄に応募理由を選択してください。

	応募理由（同研究分野の専任教員名）













	□科研費研究者番号を取得しており、京都外大所属として登録しているため。
□本務校がなく、非常勤先である京都外大から応募したいため。
（専任教員名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他（







）
（専任教員名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




	氏　名：

	連絡先（メールアドレス等）：



10月5日（金）16：00締切（必要事項を記入し提出してください。）　　　　
　　　　　　以上
